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当
院
で
の
下
肢
静
脈
瘤
加
療
は
２
０
１
２
年
か
ら
開
始
し
、

２
０
１
７
年
よ
り
侵
襲
の
少
な
い
ラ
ジ
オ
波
カ
テ
ー
テ
ル

(

Ｒ
Ｆ)

使
用
に
よ
る
血
管
内
治
療
を
導
入
し
ま
し
た
。
今

年
２
０
２
３
年
末
ま
で
の
予
定
手
術
を
含
め
る
と
３
３
０

例/

１
０
年
に
な
り
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
視
診
上

明
ら
か
な
下
肢
静
脈
瘤
を
認
め
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
下
肢
エ
コ
ー
検
査
に
よ
り
下
肢

静
脈
弁
逆
流
を
診
断
し
、
下
肢
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
り
視
診
で

は
捉
え
ら
れ
な
い
部
分
の
形
状
・
状
態
を
把
握
し
た
上
で

患
者
様
へ
の
治
療
方
針
等
の
説
明
と
相
談
を
お
こ
な
っ
て

お
り
ま
す
。

手
術
の
際
、
局
所
麻
酔
と
静
脈
麻
酔
を
併
用
し
て
い
る
の

で
、
１
泊
入
院
を
基
本
と
し
て
お
り
ま
す
。
１
泊
す
る
こ
と

に
よ
り
、
施
術
後
の
状
態
変
化
を
し
っ
か
り
と
捉
え
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
、
ご
高
齢
の
患
者
様
に
と
っ
て
も
安
心

し
て
ご
加
療
で
き
る
環
境
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た

下
肢
静
脈
瘤
の
１
０
年
超
の
再
発
率
は
１
０
～
２
０
％
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
Ｒ
Ｆ
一
辺
倒
で
の
施
術

を
行
う
の
で
は
な
く
、
前
述
の
通
り
、
エ
コ
ー
に
よ
り
中
枢

側
下
肢
静
脈
弁
逆
流
を
評
価
し
、
Ｃ
Ｔ
に
て
全
体
を
含
め

た
形
状
を
把
握
し
、
症
例
ご
と
に
高
位
結
紮
・
硬
化
療
法
・

血
管
抜
去
を
併
用
す
る
な
ど
、
１
人
１
人
に
合
わ
せ
た
治

療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【基
本
的
な
入
院
期
間
】

１
泊
２
日

尼崎中央病院

心臓血管センター

心臓血管外科の役割
心臓血管外科 小林 靖彦

静脈弁逆流

正常な静脈の流れ 逆流が発生している静脈

血液
血液

【下
肢
静
脈
瘤
】

ラジオ波カテーテル(ＲＦ)使用による血管内治療



今後も皆様とともに地域医療に貢献してゆければと考えております。

閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
対
し
、
当
初
は
主
に
バ
イ
パ
ス
術

に
よ
る
外
科
的
対
応
を
行
っ
て
お
り
、
症
例
数
は
、
２
０
１

７
年
～
２
０
２
１
年
で
は
３
０
例/

５
年
で
し
た
。
昨
今
の

医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
侵
襲
性
の
低
い
カ
テ
ー
テ
ル

に
よ
る
血
管
内
療
法
（
Ｅ
Ｖ
Ｔ
）
が
大
き
く
発
展
し
、
こ
れ

ま
で
外
科
適
用
で
あ
っ
た
症
例
が
内
科
に
て
対
応
す
る
事

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
（
部
位
や
状
態
に
よ
っ
て
は
内
科

適
用
不
可
）。

そ
の
た
め
当
院
で
も
、
患
者
様
に
低
侵
襲
で
最
適
な
医
療

を
届
け
る
た
め
に
２
０
１
８
年
に
循
環
器
内
科
と
供
に
加

療
体
制
を
構
築
し
、
血
管
内
療
法
可
能
な
症
例
は
循
環
器

内
科
に
よ
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
行
い
、
血
管
内
療
法
で

は
困
難
な
症
例
は
外
科
的
治
療
を
行
う
と
い
う
よ
う
に
、

病
状
に
合
わ
せ
、
選
択
的
・
包
括
的
な
治
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

２
０
１
８
年
か
ら
の
症
例
数
は
、
内
科
適
用
（
Ｅ
Ｖ
Ｔ
）
４

９
例/

５
年
、
外
科
適
用
（
バ
イ
パ
ス
術
）
２
２
例/

５
年
と

前
の
５
年
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
手
前
味
噌
に
は
な
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の
バ
イ
パ
ス

術
施
行
症
例
は
１
０
１
症
例/

１
０
年
で
あ
り
、
入
院
時
死

亡
は
０
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【基
本
的
な
入
院
期
間
】

内
科
適
用
（Ｅ
Ｖ
Ｔ
）：３
日

外
科
適
用
（バ
イ
パ
ス
術
）：７
～
１
０
日

腹
部
大
動
脈
瘤
は
比
較
的
多
い
疾
患
で
あ
り
、
高
齢
化
に

よ
り
症
例
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
日
本
で
は
お
よ
そ
２

０
０
０
年
前
後
頃
に
腹
部
大
動
脈
瘤
の
治
療
に
ス
テ
ン
ト

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

近
年
に
な
り
、
ス
テ
ン
ト
治
療
の
長
期
成
績
が
報
告
さ
れ
、

同
じ
腹
部
大
動
脈
瘤
と
い
え
ど
、
症
例
に
ご
と
の
ス
テ
ン

ト
適
応
の
向
き
不
向
き
な
ど
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

当
院
で
は
腹
部
大
動
脈
瘤
に
対
し
て
、
現
在
で
も
ス
テ
ン

ト
治
療
で
は
な
く
、
外
科
的
加
療
に
よ
り
対
応
し
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
外
科
的
加
療
に
は
、
ス
テ
ン
ト
治
療
の
合
併

症
の
一
つ
で
あ
る
リ
ー
ク
（
ス
テ
ン
ト
と
血
管
壁
圧
着
部
位

か
ら
の
血
流
漏
れ
）
が
な
く
、
よ
り
確
実
に
人
工
血
管
を
縫

合
可
能
な
手
技
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
の
腹
部
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
人
工
血
管
置
換
術
症

例
は
３
９
症
例/

１
０
年
で
あ
り
、
入
院
時
死
亡
は
０
例
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

【基
本
的
な
入
院
期
間
】

１
０
日
前
後

当
院
に
赴
任
し
て
約
11
年
が
経
過
し

ま
し
た
。

当
初
は
内
科
的
対
応
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
し
た
が
地
域
の
要
望
も
あ
り
、

主
に
末
梢
血
管
系
疾
患
の
外
科
的
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
開
始
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
当
院
で
は
適
宜
適

応
を
熟
考
の
も
と
大
血
管
で
は
腹
部

大
動
脈
瘤
の
手
術
を
、
ま
た
必
要
時
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｒ, 

Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
を
他
院
に
紹

介
す
る
と
い
う
形
を
取
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
末
梢
血
管
で
は
、
過
去
に
動
脈
バ

イ
パ
ス
術
を
施
行
し
て
い
ま
し
た
が

最
近
で
は
当
院
循
環
器
科
と
共
に
血

管
内
療
法
（
Ｅ
Ｖ
Ｔ
）
を
し
て
お
り
、
そ

の
適
応
外
に
対
し
て
は
動
脈
バ
イ
パ

ス
術
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
末
梢
静
脈

で
は
カ
テ
ー
テ
ル
使
用
と
共
に
血
行

再
建
術
を
施
行
し
て
き
て
お
り
、
こ
の

中
で
下
肢
静
脈
瘤
の
手
術
も
低
侵
襲

下
カ
テ
ー
テ
ル
使
用
に
よ
る
も
の
と

な
り
、
当
科
で
も
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
症
例
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
ご

紹
介
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

【腹
部
大
動
脈
瘤
】

【閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
】



1 関節リウマチの診断

診断に一番大切なのは関節の腫脹！！

2010年に関節リウマチの分類基準が新しくなりました。

リウマトイド因子(RF)や抗CCP抗体、スコアリングが身につきやすいですが、

まずは、関節の腫脹が１関節以上存在することが前提です！

RF陽性で関節が痛いの訴えでも、関節の腫脹が一つもなければ関節リウマチ

を診断することはありません

2 検査陽性＝膠原病 ではありません

健常人でもRFや抗核抗体の陽性はあります

RF陽性=関節リウマチではありませんし、抗核抗体陽性=膠原病ではありません。

3 膠原病診療はまず除外診断です

膠原病診断の前提として感染症・悪性疾患は除外

よく不明熱=膠原病のイメージをされているお話は聞きますが、不明熱は膠原病

ではありません。

膠原病の診断では、基本的に感染症・リンパ腫含め悪性疾患の除外が必要です。

順番として、膠原病はそれらを除外できてからの評価になります。

逆はありません。

関節リウマチは関節が腫れないと診断できません

膠原病の診断は、基本的に感染症・悪性疾患の除外の後

リ
ウ
マ
チ
・膠
原
病
科
の

ご
案
内

ご紹介患者様へ円滑に診察できるように

地域医療室を通してご予約をお願いいたします。

※ご予約なしの場合は当日対応しかねる場合がございますのでご了承ください。

触診・関節エコー・造影MRIを用いて関節の腫脹を調べます。

関節の腫脹がなければ、関節リウマチの診断はありません。

関節リウマチ・膠原病 疑いで

お困りでしたらご紹介ください

－関節リウマチと診断されたら－
当科でメトトレキサートを中心とした投薬調整、

必要に応じて生物学的製剤・JAK阻害薬など検討します。

症例によっては、兵庫医科大学病院などの高次医療機関に紹介します。

リウマチ・膠原病のポイント3

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
8:00～11:30

吉川 - - 非常勤Dr
（兵庫医大） - 兵庫医大

松井教授

午後
12:00～15:30

-
非常勤Dr
（兵庫医大）

兵庫医大
松井教授

- - 吉川 -

※兵庫医大

松井教授外来

原則：第1火曜日

 第2・5土曜日
変更もありますので

当月の診察割表を

ご確認ください

リウマチ・膠原病科

吉川 卓宏

（常勤医）



９
月
７
日
、
兵
庫
県
公
館
に
て
「
令
和
５
年
度
兵
庫
県
献
血
功

労
感
謝
の
つ
ど
い
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

尼
崎
中
央
病
院
は
、
３
０
年
以
上
献
血
活
動
を
続
け
て
い
る
こ

と
か
ら
日
本
赤
十
字
社
よ
り
表
彰
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
状
を

頂
き
ま
し
た
。
毎
年
１
１
月
に
行
っ
て
い
る
献
血
活
動
で
は
、
協

力
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
鉢
植
え
を
お
渡
し

し
て
お
り
、
ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
日
本
赤
十
字
社
功
労
感
謝
状
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た
!

献血の報告糖尿病フェア
イベント報告

11/

14
の
世
界
糖
尿
病
デ
ー
に
ち
な
ん

で
、
11/

14
～
11/

16
の
3
日
間
に
わ
た

り
「糖
尿
病
フ
ェ
ア
」を
開
催
。

昨
年
か
ら
の
取
り
組
み
で
す
が
、
82
名

が
参
加
さ
れ
、
血
糖
測
定
や
、
握
力
測
定
、

食
事
や
運
動
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
、
楽
し

く
理
解
を
深
め
る
よ
い
機
会
と
な
り
、
大

盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

2023年は11月14日に開催しました。

受付人数 133名

採血実施 120名

ご協力ありがとうございました。



日本乳がんピンクリボン運動

JMSの報告
（ジャパンマンモグラフィーサンデー）

令
和
5
年
10
月
15
日
（
日
）
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
並
び
に

J
.P

O
S

H

の
活
動
と
し
ま
し
て
当
院
に
お
い
て
今
回
第
5
回

目
と
な
る
ジ
ャ
パ
ン
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
サ
ン
デ
ー
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
も
前
回
に
引
き
続
き
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂

き
、
無
事
終
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ご
参
加
頂
い
た
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
お
声
も
、
あ
り
が

た
い
お
言
葉
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

次
回
も
活
動
に
参
加
す
る
事
で
地
域
の
方
々
へ
貢
献
出
来

る
よ
う
、
ま
た
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂
け
る
よ
う
開
催
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
大
規
模
接
種

～
2
年
半
を
終
え
て
～

令
和
3
年
4
月
よ
り
始
ま
っ
た
集
団
接
種
で
す

が
、
延
べ
４
５
，
０
０
０
人
以
上
を
接
種
し
ま
し
た
。

開
始
当
初
は
職
員
も
慣
れ
て
お
ら
ず
、
接
種
者
の

方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
大
き
な

ト
ラ
ブ
ル
な
く
令
和
5
年
11
月
15
日
を
も
っ
て
当

院
主
催
の
小
田
北
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
集
団
接
種
は

終
了
と
な
り
ま
し
た
。

未
知
の
感
染
症
な
ど
、
発
生
し
な
い
事
が
何
よ
り

で
す
が
、
有
事
の
際
は
医
療
機
関
と
し
て
対
応
で

き
る
事
を
今
後
も
行
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



中

央

会

で

は

現

在

、
介

護

職

員

と

し

て

ベ

ト

ナ

ム

か

ら

の

３

名

が

潮

江

ロ

ー

ラ

ン

ド

で

働

い

て

い

ま

す

。
秋

以

降

に

も

４
名

が

来

日

し

、
施

設

や

尼

崎

中

央

病

院

で

入

職

の

予

定

で

す

。
今

回

は

、
来

年

以

降

に

来

て

頂

く

方

々

の

面

接

に

行

っ

て

き

ま

し

た

。

Ｗ

Ｅ

Ｂ

面

接

の

方

法

も

あ

り

ま

す

が

、
や

は

り

【
直

接

会

っ

て

話

さ

な

い

と

分

か

ら

な

い

】
と

い

う

訳

で

、
今

回

で

３

度

目

の

ベ
ト

ナ

ム

訪

問

。
人

口

は

日

本

と

同

程

度

の

約

１

億

人

で

す

が

、
平

均

年

齢

は

約

３

１

歳

。
朝

か

ら

夜

遅

く

ま

で

町

は

若

者

の

活

気

と

バ

イ

ク

に

溢

れ

た

国

で

し

た

。
来

日

後

は

、

最

低

３

年

間

は

帰

国

し

な

い

人

が

大

半

で

、
何

人

か

は

幼

い

子

供

を

残

し

て
来

ら

れ

ま

す

。

そ

の

覚

悟

を

考

え

る

と

、
感

謝

の

気

持

ち

と

と

も

に

、
共

に

働

く

仲

間

と

し

て

多

く

の

経

験

を

積

み

、
帰

国

後

の

人

生

に

生

か

し

て

い

た

だ

き

た

い

と

の

思

い

を

強

く

感

じ

ま

し

た

。

技
能
実
習
生
の
面
接

～
ベ
ト
ナ
ム
へ
～

中央会法人本部より

福利厚生のお話

働

く

お

母

さ

ん

が

多

い

中

央

会

で

は

、
福

利

厚

生

の

一

環

と

し

て

保

育

所

を

併

設

し

て

い
ま

す

。

開

設

よ

り

数

十

年

た

ち

老

朽

化

し

た

施

設

も

こ

の

度

大

幅

に

リ

フ

ォ

ー

ム

し

、
利

用

す

る

親

・
子

供

さ

ん

、
そ

し

て

保

育

士

も

快

適

に

過

ご

せ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

職

員

が

働

く

環

境

を

整

備

し

、
モ

チ

ベ

ー

シ

ョ
ン

を

あ

げ

ら

れ

る

よ

う

に

今

後

も

法

人

と

し

て

取

り

組

ん

で

ま

い
り

ま

す

。

病院機能評価3rdG:Ver2.0 

認定更新されました

当院では公益財団法人日本医療機能評価機構が実施する

病院機能評価を2023年4月に受審し、2023年10月付け

で認定更新されました。

主たる機能：一般病院２

機能種別版評価項目３rdG：Ver.2.0

副機能：リハビリテーション病院

機能種別版評価項目３rdG：Ver.2.0



社会医療法人 中央会

尼崎中央病院

〒661-0976 尼崎市潮江1丁目12番1号

代表 TEL 06-6499-3045 FAX 06-6497-3196
地域医療室直通 TEL 06-6499-3047 FAX 06-6497-3296

ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ.ｃｈｕｏｕｋａｉ.ｏｒ.ｊｐ

●関連施設
◇介護老人保健施設 ローランド

◇介護老人保健施設 なにわローランド

◇短期入所施設 ショートステイローランド

◇認知症対応型通所介護センター えがお

◇中央会訪問看護ステーション

◇中央会リハビリデイサービスひびき

◇ホームヘルパーステーション ローランド

◇ケアプランセンター ローランド

◇ケアプランセンター なにわローランド

◇尼崎市「小田北」地域包括支援センター

◇介護付有料老人ホーム トワイエ久々知

尼崎中央病院の診療体制についてお知らせ

この度当院では、診療体制の見直しを行い、

2024年4月より土曜日の外来診療を休診いたします。
なお、救急・時間外診療に関しては、これまで通り24時間365日対応させていただき、また土曜日の

CT・MRI予約撮影は単純撮影のみ（造影不可）とし、これからも継続いたします。

ご迷惑をおかけいたしますが、今後とも地域の皆様に信頼される医療機関として、万全の体制で医療に

取り組んでまいります。

何卒ご理解とご協力賜りますようお願い申し上げます。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

